
1.重要な会計方針
（1）固定資産の減価償却の方法
　　　構築物および什器備品は定額法で減価償却を実施している。
（2）消費税等の会計処理
　　　消費税込額で表示している。

2.基本財産および特定資産の増減額およびその残高
　　　基本財産および特定資産の増減額およびその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000

　　　　小　　　　計 5,000,000 0 0 5,000,000

特定資産

　社会貢献活動引当資産 500,000 0 0 500,000

　周年行事引当資産（八女法人会） 2,600,000 0 0 2,600,000

　周年行事引当資産（青年部会） 900,000 100,000 0 1,000,000

　周年行事引当資産（女性部会） 780,000 0 780,000 0

　什器備品購入引当資産 300,000 100,000 0 400,000

　広告塔補修引当資産 678,000 0 0 678,000

　　　　小　　　　計 5,758,000 200,000 780,000 5,178,000

　　　　合　　　　計 10,758,000 200,000 780,000 10,178,000

3.担保に供している資産

　　　特になし。

4.固定資産の取得価格、減価償却累計額および当期末残高

　　　固定資産の取得価格、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

構築物 1,785,000 780,569 1,004,431

什器備品 294,000 85,750 208,250

合　計 2,079,000 866,319 1,212,681

財務諸表に対する注記


